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学校全体で取り組む教科横断型探究学習 
－コンテンツベースからコンピテンシーベースへの転換－ 

Practice of inquiry learning throughout the school 
―Shifting thinking from content-based to competency-based― 

        藤田由紀子*・佐藤幸江** 
高知市立浦戸小学校*・放送大学** 

子どもの主体的協働的に学ぶ力を引き出すことを目指してSTEM教育の考え方を取り入れた「ものづくり」

を中心に据えた探究型の学習に学校全体として取り組んだ．しかし，コンピテンシーベースの単元計画や学習評

価に対する教員の戸惑いは大きい．そこで，教員全員で学校教育目標や実態調査から「10のコンピテンシーと児童の

姿」を作成した。本稿においては，作成の手順とそのプロセスを共有する． 
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1. はじめに 

本校は教育目標「自分の未来を見つめ自ら切り開

く子どもの育成」のもと，「２１世紀型スキル」の育

成を目指した教育実践に取り組んでいる。 
2019年度高知県のプログラミング教育推進校とし

て，プログラミング教育を問題解決の手法として取

り入れる実践研究を行った。そこでは，児童がプログ

ラミングをすることを通して試行錯誤を厭わず，主

体的協働的に学ぶ姿があった。 
そこで2020年度，子どもの主体的協働的に学ぶ力

を引き出すことを目指してSTEM教育の考え方を取

り入れた「ものづくり」を中心に据えた探究型の学習

へと転換した。日本におけるSTEM教育の考え方は

様々であるが，本校においては現行の学習指導要領

の範囲内で，総合的な学習の時間を核とし，「教科横

断型」「実社会の課題や人材とつながる」「最新技術と

の出会い」をキーワードとして，実践研究に取り組ん

だ． 
その結果，実践に携わった教員は，STEM教育の考

え方を取り入れた「実体のあるものづくり」を中心に

据えた探究型の学習が，これまでの探究型の学習以

上に児童の資質・能力を引き出すことを実感するこ

とができた。 
しかし同時に今の自分では，「見通しを持った単元

計画を立てられない」「授業の中での児童の資質・能

力の見取り方（評価）がよくわからない」という課題

に直面することにもなった。 

2. 目的と方法 

2.1 目的 
言葉としては理解している主体性や協働性といったコ

ンピテンシー能力が実際の学習の中で，児童のどのよう

な行動や思考として表出しているのか見取る力は，探究

型の学習だけでなく，学校教育の中で教員に求められ

る資質・能力である。 

本校の教員は，探究型の学習を実践する中で，コンピ

テンシー能力を見取る力を高めることの必要性に気付く

ことができた。そこで，教員が主体的に資質能力の向上

を図る場として，学習評価のための評価規準「浦戸小10

のコンピテンシーと子どもの姿」の作成する校内研修を

設定することにした。 

この研修では，目指す資質・能力を議論し，子どもの

思考や表現，行動を具体的に考えることができるよう計

画した。このような過程を経ることによって，教員個々の

児童を見取る力や「ものづくり」を中心に据えた探究型の

学習のマネジメント力の向上を目指すこととした。 

 

教員の考える育成されるコンピテンシー能力

•問題解決力⑧
•コミュニケーション能力①④⑤
•想像力、発想力①②
•他者理解⑤⑥
•自分たちで考えようとする力④⑧
•解決していこうとする意欲や力③⑧⑨
•知識をつなげて活用する力⑩
•見通す力⑦

「アイディアを実現さ
せたい・人の役に立ち
たい」という意欲が学
習につながる

自ら学ぼうとす
る意欲につな
がっている

人の役に立つ・
使ってもらえる喜
びと達成感

【図１教員の考える育成される能力】 
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2.2 作成の手順 
作成手順は以下の通りである。 

(1) 児童，教員の意識調査の実施し，どのような力が

引き出されると児童教員が考えているかをまと

める。 

(2) 「学校教育目標」及び「本校が目指す子ども像」

から教科横断的探究型の学習の学校目標と上位

項目を設定。 

(3) ６年間で育成したい具体の能力を中位項目とし

て１０項目設定。 

(4) 児童の具体像となる下位項目を担当ブロック(本

校の探究は，低・中・高学年で実施している)で

２年間の横の系統性を考えて設定。 

(5) 各ブロックの代表者で６年間の縦の系統性を調

整し提案。全体で確認。 

(6) ２学期以降の実践計画に反映させる。また，今後

の実践の中で検討修正していく。 

なお，異動等で教員構成が変わったことから，

1学期(４月～７月)の学習は事前に立てていた単

元計画（コンテンツベース）に沿って進め，学期

末に再度現メンバーで課題を共有化した。評価規

準の作成は，７月から８月にかけて実施した。 

この校内研修は期間を置いて，３回実施された。

初回は，講師を招聘しての理論学習と「１０のコ

ンピテンシー」の提案。２日目，学年ブロックご

との検討会。３回目は各コンピテンシーの６年間

の系統性を考え修正する場とした。 

2.3．学校長の役割 
中位項目までは校長が設定した。学習指導要領

解説「総合的な学習の時間編」「第3章各学校にお

いて定める目標及び内容」の「第3節各校において

定める目標及び内容の取扱い」には，「総合的な学

習の時間の目標は，学校教育目標と直接的につな

がるという，他教科等にはない独自な特質を有す

る」ことが示されている。また同「第9章 総合的

な学習の時間を充実させるための体制づくり」「第

2節 校内組織の整備」にも，校長のリーダーシッ

プのもと教育課程の編成と実施を行うことが明記

されている。 
したがって，学校でどのような資質・能力を育

成するのか，そのためにどのような教育課程を編

成し実施していくのかは学校経営の重要な柱であ

り，校長としてのリーダーシップを発揮すべきと

ころであると考えた。 

 

3. 結果と考察 

作成した「10のコンピテンシーと子どもの姿」を

次頁【表1】のように整理することができた．以下，

何を基に，どのような手順で作成したかを示す． 
3.1 目標と上位項目の設定 

 まず，教育目標「自分の将来を見つめ自ら切り開く

子どもの育成－夢・絆・志－」を基盤とした本年度学

校経営グランドデザインと昨年度までの実践研究で

得た知見から，教科横断的探究型の学習の目標を「試

行錯誤を繰り返しながら主体的協働的に学ぶ子－コ

ンピテンシーベースの教科横断的探究型の学習の構

築－」とした。 

教育目標副題「夢：心豊かに歩む(創造性)・絆：と

もに歩む(協働性)・志：たくましく歩む(主体性)」は

主体的に生きる人であるために必要なコンピテンシ

ー能力を表現している。そこで，この３点を今回の上

位項目として設定することにした。 

3.2 中位項目の設定 

 ３つの上位項目それぞれに３点の中位項目を設

定した。「夢(創造性)：①表現・想像する力，②好

奇心・探究心，③向上心」「絆（協働性）④協働す

る力，⑤受容共感する心，⑥より良い社会への意

識，「志：⑦先を見通す力，⑧問題解決力，⑨困難

を乗り越える力」そして，学習の基盤となる資質

能力のうち「情報活用力」を，探究学習全体を支え

る力として位置付けた。 
 これらの中位項目については，学習指導要領の

「総合的な学習の時間」「生活科」を参考に汎用的

スキル（思考・表現・判断力）と態度・価値(学び

に向かう力)から設定し，「浦戸小１０のコンピテ

ンシー」とした。 
 ここまでは先に述べたように校長が主体となっ

て進めている。学校教育目標との関係性や学校と

してどのような力をつけたいかを明確にすること

によって，教職員に，教科横断型探究学習が教育

課程の中核であることを示したいと考えた。  
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3.3 下位項目の設定 
下位項目は校内研修として全教員で設定した。担

当するブロック２学年分の教科領域等で身に付ける

汎用的スキル（思考判断表現力）と態度・価値（学び

に向かう力）との関連性と総合的な学習の時間に育

成する力の関わりを考えながら下位項目を設定した。

その後中位項目ごとに系統性を考えて修正を行った。 
作成にあたっては都度全員で検討する場を持った。

この作業を通して，探究学習で自分たちは何を目指

しているのか，児童のどのような姿や思考を評価す

べきなのかを話し合うことができた。個々の悩みが

全員の課題であることに気付き，その課題を解決す

る作業を通して教員自身が探究的に学ぶことができ

る場ともなった。 
 

3.4 「１０のコンピテンシー」から 

「子どもの姿」へ 

 「10のコンピテンシー」の下位項目を設定するこ

とで，子どものどのような姿を評価すべきなのかを

考えることはできた。今後は，実際の学習場面で児童

が発揮しているコンピテンシーを見取る力をつける

ために，以下の３点についての研修と仕組みづくり

が必要であると考えている。 

 ①単元，小単元，各時間において目標とする子ども

の姿を関連する教科等との関わりを考えながら

設定する。 

 ②目標とした姿（行動，思考等）を適切な評価方法

を用いて，具体的な児童の姿として捉えること

ができる。 

 ③最初に設定した「１０のコンピテンシー」が児童

の実態に合っているか常に見直し修正していけ

る。 

  

４．考察 

4.1 成果 

評価規準の作成を通して，子どもの見取りについ

て考える場を持てたことは，本校が目指す子どもの

姿を具体のものとして教員が意識する場となった。 

4.2  課題 

しかし，コンピテンシーベースの実態のあるもの

づくりを中心に据えた教科横断的探究型の学習をデ

ザインするには，より深い子どもの見取りが求めら

れる。 

５．おわりに 

 

 まだ２年にもならないSTEM教育の考え方を取り

入れた「実体のあるものづくり」を中心に据えた探

究型の学習が，発達段階や個々の差はあるが，児童

の思考力や表現力，学ぶ力を引き出していることを

何気ない学校生活の場面でも実感する。 
 学校生活の中で上手くいかない時，自分たちはど

うしたいか，どう修正すればよいのかと，学年や立

場を超えて考え合っている姿や他者のことを考え行

動しようとする姿がみられるようになった。児童自

身が文脈のある探究学習の中で，誰かのために，何

かを協働して「つくる」行為を通して，自分の持っ

ている能力を引き出しているからだと思う。 
 「教える」から「引き出す」教育へとシフトチェ

ンジしていくためには，私たちが，文脈のある探究

型の学習を読み取る力，すなわち，私たち自身のコ

ンピテンシー能力を引き出す力が必要であろう。こ

れからの大きな課題である。 
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教育目標「自分の将来を見つめ自ら切り開く子どもの育成」
- 夢：心豊かに歩む 絆：ともに歩む 志：たくましく歩む -

①表現・想像する力
②好奇心・探求心
③向上心

④協働する力
⑤受容共感する心
⑥よりよい社会へ
の意識

⑦先を見通す力
⑧問題解決力
⑨困難を乗り越える力

【図2 学校教育目標と上位項目・中位項目】 
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【表1 作成された評価規準】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 


